
ツ
施
設
整
備
工
事
）

問
遮
水
シ
ー
ト
が
埋
ま
っ
て
お
り

一
定
の
制
約
が
あ
る
工
事
。
安

全
面
の
担
保
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
様
々
な
制
約
が
あ
る
工
事
だ
が
、

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
が
行
っ

た
設
計
を
も
と
に
、
防
球
ネ
ッ

ト
の
強
度
や
打
ち
込
む
深
さ
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

問
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
に
つ
い
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
資
材
の
活
用

を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
人
工
芝
の
希
望
が
あ
っ
た
が
、

飛
散
の
懸
念
が
あ
っ
た
た
め
環

境
に
配
慮
し
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
と

し
た
。

問
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
本
議
案
の
工
事
に
防
犯
灯
の
設

置
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
工
事

が
進
み
、
施
設
全
体
の
景
観
が

整
っ
て
か
ら
、
地
域
の
方
等
と

設
置
場
所
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
く
。

問
世
界
情
勢
等
の
影
響
に
よ
り
資

材
が
調
達
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
る
が
、
契
約
期
間
内
で
工
事

が
完
了
す
る
確
約
は
と
れ
て
い

る
の
か
。

答
懸
念
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
が
、
受
注
者
は
情
勢
を
理
解

し
た
上
で
応
札
し
た
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
受
注
者
と
密
に

連
携
し
工
期
内
の
完
成
を
目
指

す
。

問
供
用
開
始
時
期
の
見
込
み
は
。

答
他
の
工
事
と
の
関
連
も
あ
る
た

め
、
具
体
的
な
供
用
時
期
を
申

し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

賛
成
全
員
で
可
決

こ
ど
も
教
育
常
任
委
員
会

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問
最
高
裁
判
決
に
よ
る
生
活
保
護

費
追
加
給
付
に
つ
い
て
。
国
が

責
任
を
も
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
一
般
財
源
２
０
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
通
常
の
生
活
保
護
費
と
同
様
に

国
４
分
の
３
、
市
４
分
の
１
の

負
担
と
国
か
ら
説
明
が
あ
っ
た

た
め
。
地
方
交
付
税
算
定
に
参

入
さ
れ
る
。

問
支
給
さ
れ
た
追
加
給
付
金
は
収

入
認
定
さ
れ
な
い
か
。

答
収
入
認
定
は
さ
れ
な
い
。

問
裁
判
の
原
告
と
な
っ
た
者
と
そ

う
で
な
い
者
と
で
支
給
額
に
差

を
設
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。
市

内
に
原
告
は
存
在
す
る
か
。

答
原
告
へ
は
特
別
給
付
金
と
し
て

２
・
49
％
を
追
加
給
付
す
る
よ

う
示
さ
れ
て
い
る
。
市
内
に
原

告
は
存
在
し
な
い
。

問
す
で
に
受
給
を
終
了
し
た
者
に

は
通
知
を
送
付
す
る
仕
組
み
だ

が
、
離
婚
や
Ｄ
Ｖ
被
害
等
で
避

難
し
て
い
る
方
な
ど
、
住
所
の

取
り
扱
い
に
配
慮
が
必
要
な
対

象
者
へ
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

答
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
。
国
が
示
し
た
Ｑ
＆
Ａ
に
も

沿
っ
て
適
切
に
対
応
す
る
。

問
市
に
制
度
そ
の
も
の
へ
の
責
任

は
な
い
が
、
受
給
者
に
最
も
身

近
な
自
治
体
と
し
て
、
生
活
実

態
を
国
に
伝
え
て
い
く
責
任
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
市
町
村
は
実
施
と
決
定
の
責
任

を
担
っ
て
お
り
、
申
し
上
げ
る

べ
き
課
題
等
は
国
に
伝
え
て
き

た
。
今
回
の
件
に
つ
い
て
は
最

高
裁
判
決
を
受
け
国
が
方
針
を

定
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
市

と
し
て
は
適
切
に
事
務
を
執
行

し
て
い
く
。

問
歳
出
の
う
ち
社
会
教
育
費
の
減

額
に
つ
い
て
、
概
要
は
。

答
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
」

地
域
の
芸
術
環
境
づ
く
り
助

成
事
業
に
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。
企
画
制
作
能
力
の
向

上
及
び
公
立
文
化
施
設
の
利
活

用
を
図
る
事
業
が
助
成
対
象
。

新
規
性
と
い
う
要
件
が
あ
る
こ

総
務
健
康
常
任
委
員
会

◆
介
護
福
祉
総
合
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
給
与

所
得
控
除
の
引
き
上
げ
（
最
大

10
万
円
）
に
係
る
特
例
減
免
を

規
定
す
る
条
例
改
正
。
対
象
人

数
と
影
響
額
、
来
年
度
以
降
の

考
え
は
。

答
対
象
者
は
約
60
名
、
影
響
額
は

１
８
０
万
円
弱
の
見
込
み
。
こ

の
改
正
は
令
和
８
年
度
の
判
定

に
係
る
特
例
減
免
を
規
定
し
て

い
る
。

問
今
後
の
条
例
改
正
の
有
無
は
。

答
令
和
９
～
11
年
度
を
期
間
と
す

る
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
後
、
今
年
度

中
に
計
画
に
沿
う
条
例
改
正
の

見
込
み
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
第
二
最
終
処
分
場
内
ス
ポ
ー

委
員
会
審
査
概
要

市
長
提
出
議
案

戸田　馨　委員長
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